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信州高山桜めぐりトレッキング

桜花爛漫の季節を迎え、村内各所に咲く桜をはじめとした農山村の自然豊かな景観を大勢の皆さまに堪
能していただくため、「五大桜めぐりトレッキング」と「オオヤマ桜トレッキング」を開催します。

五大桜めぐりトレッキング
期　　日　４月 14日㈯・21日㈯・22日㈰・28日㈯
集合場所　YOU游ランド
コ ー ス
　五大桜すべてをめぐるコース（17km）
参加料（事前申込をした方）
　大人　2,000 円
　中学生以下　無料
※当日申込の場合は、2,200 円です。
※昼食のとん汁付き

オオヤマ桜トレッキング
期　　日　５月６日㈰
集合場所　YOU游ランド
コ ー ス
　松川渓谷オオヤマ桜コース（５km）
参 加 料
　大人　2,500 円
　中学生以下　無料
※参加にあたっては、事前申込が必要です。

両トレッキング共通日程 受　　付　午前８時 00分～　　開会式　午前８時 15分
スタート　午前８時 30分　　　ゴール　午後２時～３時頃

　桜まつり期間中は、多くのお客さまで村が賑わいます。
　今年も、村民の皆さまのご理解とご協力をいただき、桜まつりを開催したいと考えていますので、よろしくお
願いします。

◆桜まつり実行委員会事務局　☎２４２―１１２２

第19回 信州高山桜まつり開催
４月 14日㈯～５月６日㈰

第 19 回信州高山桜まつりを開催します。
村内に点在するおよそ 20 本のしだれ桜や松川渓谷のオオヤマザクラが咲き誇り、
見頃の時期には夜間ライトアップが行われます。
桜めぐりトレッキングでは新たに五大桜すべてを巡るコースを設定しました。

桜めぐりスタンプラリー

　４月 14 日㈯～５月６日㈰の桜まつり期間中に五大桜
（水中・赤和・黒部・坪井・中塩）の直売所等に設置した
スタンプを３つ以上集めて、村内協賛店にお持ちいただ
くと、各種特典が受けられます。
※特典はスタンプラリー期間のみとなります。

農産物直売所の開設

　赤和観音、黒部、坪井の桜周辺では、農産物
直売所を開設し、地元産農産物等を販売します。
　ただし、桜まつり期間中でも開花状況により、
開設期間が変更になる場合があります。

夜間ライトアップ

　五大桜をはじめ、各地
で開花に合わせて夜間ラ
イトアップが行われます。

桜のライブ中継

　須高ケーブルテレビのホーム
ページで、「黒部のエドヒガン桜」
の中継をお楽しみいただけます。
（http://stvnet.jp/sakura/）

交通規制のお知らせ

　一般観光客による交通渋滞解消のため、「赤和
観音のしだれ桜」周辺は信号機による交互通行規
制となります。
　桜の周辺では、案内看板に従って通行し、所定
の駐車場をご利用いただきますようお願いします。
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信州高山
 ヒルクライムチャレンジ

２０１８

恒例の信州高山ヒルクライムチャレンジを、今年も開
催します。
ヒルクライムチャレンジは山や丘陵の登り坂に設定さ
れたコースを走る自転車のレースで、今回は、シドニー
五輪ＭＴＢクロスカントリー日本代表の鈴木雷太さん
をアドバイザーに迎え、コースの延長やクラス制の導
入など、新たな取り組みを行っていきます。
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Ｏ
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９
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Ｏ
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９
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Ｏ
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９
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２
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２
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Ａ
…
～
29
歳

　
（
３
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Ｂ
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４
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Ｃ
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５
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６
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～
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７
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８
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楽
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ク
ラ
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７
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８
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ラ
ス

　
　

ゆ
う
ゆ
う
橋
～
山
田
牧
場
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ま
で

　
　

全　

長　

約
16
㎞

定
　
員　

合
計
300
名

参
加
資
格

高
校
生
以
上
の
健
康
な
男
女
で
、
制
限

時
間
内
で
完
走
で
き
る
走
力
を
有
す
る

者
。

参
加
料

5,000
円
（
参
加
料
に
は
保
険
料
、
参
加
記

念
品
等
を
含
む
）

※
当
日
申
し
込
み
の
場
合
は
、6,000
円
で
す
。

申
込
期
間　

4
月
25
日
㈬
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

信
州
高
山
温
泉
郷
観
光
協
会

　

☎
０
２
６
︱
２
４
２
︱
１
１
２
２

　

Sports Entry　

　

http://w
w
w
.sportsentry.ne.jp

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８

開
催
中
は
、
ゆ
う
ゆ
う
橋
～
県
道
66
号
線

～
林
道
天
神
原
線
ゲ
ー
ト
前
ま
で
一
定
時

間
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
沿

道
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
信
州
高
山
温
泉
郷
観
光
協
会
内
）

　

☎
２
４
２
︱
１
１
２
２

　

ま
た
、
大
会
中
は
た
く
さ
ん
の
参
加
者

が
出
場
さ
れ
ま
す
の
で
、
沿
道
で
ご
声
援

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

５月13日㈰ 開催!!

なかひら

奥山田

奥山田

松川

松川保健福祉総合センター

牧YOU游ランド 宮関
蕨平

♨ 天神原

荻久保

県道通行止区間
（通行止め９：30 〜 10：20、順次解除）

村道通行止区間
（通行止め９：20 〜９：45）

村道通行止区間
（通行止め９：40 〜 10：30）

342

66

66

351112

蕨温泉

スタート
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適
正
な
農
薬
散
布
と
畦
畔
の

管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

高
山
村
は
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
で
安
心
な
環

境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
産
物
は
、
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
た
一
定
基
準
を

超
え
る
農
薬
の
残
留
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
流
通
が
制

限
さ
れ
ま
す
。
農
産
物
の
流
通
が
制
限
さ
れ
な
い
た
め

に
、
農
薬
を
散
布
す
る
皆
さ
ん
は
、
次
の
点
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

農
薬
を
散
布
す
る
時
の
注
意
事
項

畦
畔
の
管
理
に
つ
い
て

①　

周
り
の
作
物
に
も
配
慮
し
、
登
録

さ
れ
た
農
薬
の
み
を
使
用
し
、
注

意
事
項
に
従
っ
て
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。

②　

ほ
場
外
へ
の
飛
散
防
止
の
た
め
、

風
の
強
さ
や
風
向
き
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

③　

農
薬
を
散
布
す
る
際
は
、
事
前
に

ほ
場
周
辺
の
栽
培
者
や
住
民
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
、

連
絡
を
密
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④　

散
布
機
の
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
に
農

薬
が
残
ら
な
い
よ
う
、
き
れ
い
に

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
洗

浄
水
は
適
正
に
処
理
し
、
河
川
や

用
水
路
に
絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤　

農
薬
の
使
用
内
容
が
証
明
で
き
る

よ
う
、
農
薬
等
の
使
用
記
録
を
必

ず
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
薬
の
使
用
方
法
な
ど
、
不
明
な
点
が
あ

る
場
合
は
、次
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◦
長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
３
４
︱
９
５
３
４

　

◦
な
が
の
農
協

高
山
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
４
５
︱
０
０
４
５

　

な
お
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
通
う

通
学
路
付
近
で
は
、
通
学
時
間
帯
を
避
け

て
散
布
す
る
な
ど
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

畦
畔
の
除
草
の
た
め
、
大
量
に
除
草
剤

を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

除
草
剤
の
大
量
使
用
に
よ
り
、
近
隣
田

畑
等
へ
の
除
草
剤
の
流
入
や
、
畦
畔
を
保

全
し
て
い
る
草
の
根
が
絶
え
る
こ
と
か
ら

崩
落
を
ま
ね
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

畦
畔
の
除
草
は
、
刈
払
機
等
で
の
刈
取

り
や
、
適
量
で
の
除
草
剤
散
布
な
ど
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

「冬のおごっそに乾杯」
を開催しました！

　おごっそに乾杯実行委員
会では２月 24 日㈯に「冬の
おごっそに乾杯」と題して、
うどん打ち体験、里山スノー
シュー体験と信州たかやま
ワイナリーからリリースされた赤ワインやジビエ、うど
ん打ち体験で打ったうどんとともに乾杯を行いました。
　参加者は 30 名で、うどん打ち体験コースと里山スノー
シュー体験コースに分かれ、それぞれ講師の指導、解説
のもと冬の高山村を体験しました。
　参加者全員集まっての乾杯では、ジビエ料理や、チーズ、
生ハムなど村の食材とともに、赤ワインを味わいました。

◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２

　４月 14 日㈯に「春のお
ごっそに乾杯」を開催し
ます。
　今回のイベントのテー
マは【桜とロゼワイン】で、
春の桜と今春村内ワイナリーからリリースされた
ロゼワインを合わせ、キャンペーンを行うもので、
当日午後６時からはリリースされたワインで一斉
乾杯イベントを行う予定です。
　詳細は、おごっそに乾杯実行委員会のホーム
ページに掲載しますので、ご確認ください。
　おごっそに乾杯実行委員会では今後もイベント
を計画していますので、ご期待ください。
　ＨＰ【ogosso-kanpai.net】

◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２

「春のおごっそに乾杯」
を開催します！
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高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
と
お
考
え
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　

村
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
推
進

し
、
高
山
村
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
や

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
「
売
り
た
い
」
ま
た
は
「
貸

し
た
い
」
方
は
家
屋
を
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
空
き
家
を
「
購

入
し
た
い
」
あ
る
い
は
「
借
り
た
い
」
な

ど
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
に
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
公
開
し
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
物
件
の
媒
介
等
は
、
一
般

社
団
法
人
長
野
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

長
野
支
部
と
提
携
し
、
地
元
の
不
動
産
会

社
の
仲
介
に
よ
り
交
渉
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

３
件
の
売
却
と
１
件
の
賃
貸
の
成
約
が
実

現
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
き
家
を
売
却
し
た
い
、
ま
た
は
賃
貸

と
し
て
有
効
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

高
山
村
空
き
家
活
用

推
進
事
業
助
成
金
制
度

　

高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
る
空
き
家
を
購
入
す
る
、
又
は
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
空
き
家
を
改
修
し
て
賃

①
空
き
家
の
購
入

対 

象 

者　

新
規
転
入
者
で
、
空
き
家
バ

ン
ク
を
利
用
し
て
空
き
家
を

購
入
し
た
方

助
成
金
額　

土
地
代
金
を
含
む
空
き
家
の

購
入
費
用
の
10
分
の
１
以
内

（
50
万
円
限
度
）

②
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等

対 

象 

者　

空
き
家
の
所
有
者
等
が
空
き

家
を
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
、
利
用
す
る
方
に
賃
貸
す

る
た
め
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
工

事
を
行
っ
た
場
合

助
成
金
額　

リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
費
の
3

分
の
1
以
内（
100
万
円
限
度
）

③
空
き
家
の
家
財
整
理

対 

象 

者　

①
、
②
の
場
合
で
、
空
き
家

の
家
財
整
理
を
し
た
方

助
成
金
額　

家
財
整
理
に
係
る
費
用
の
2

分
の
1
以
内（
10
万
円
限
度
）

※
い
ず
れ
の
場
合
も
事
前
審
査
が
必
要
で
す
。

居
住
の
た
め
の
住
居
を
さ
が
し
て
い
る

空
き
家
　
利
用
希
望
者

空
き
家
を
、
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

空
き
家
　
所
有
者

⑧契約成立の通知

①空き家登録申込み

⑧

③利用登録申込み

村 HP 等での PR

②空き家登録通知

②空き家登録通知

④登録通知

⑥詳細情報提供

協
定
・
契
約

成
立
の
通
知

⑤情報の照会

⑦媒介等
売買・賃貸交渉

媒介事業者
（一般社団法人長野県宅地
建物取引業協会長野支部）

区　長

⑦媒介等
売買・賃貸交渉

空き家バンク
高  山  村

貸
す
る
場
合
な
ど
の
空
き
家
の
利
活
用
を

図
る
方
の
た
め
に
、
村
で
は
「
高
山
村
空

き
家
活
用
推
進
事
業
助
成
金
」
制
度
に
よ

り
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆
建
設
水
道
課
建
設
係　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
７ 高山村　空き家バンク事業のしくみ
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　消防出初式は、消防団員と消防署職員が防災の思
いを新たにするとともに、消防団員が披露する様々
な催しを通して、村民の皆さまに火災予防に対する
意識を深めていただくために実施します。
　消防団員の勇姿にご声援をお願いします。

日　時　４月８日㈰
　　　　　午後１時 30 分～
場　所　高山中学校グラウンド

◆総務課総務係　☎２１４―９２４３

春の全国交通安全運動が
実施されます

　４月６日㈮から 15 日㈰まで春の全国交通安全運動が
実施されます。

◎運動の重点
◦子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者

の交通事故防止
◦通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
◦自転車の安全利用の推進
◦全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底
◦飲酒運転の根絶

　運動期間中は村内主要道路沿いにおいて、交通安全
協会役員が街頭指導を行うなど交通ルールの遵守と正
しい交通マナーの実践のため活動します。交通事故の
ない社会をつくるため、村民の皆さまのご協力をお願
いします。
　
◆村民生活課生活環境係
◆高山村交通安全協会　　

☎２１４―９２６７

平成 30 年  消防出初式

農
業
集
落
排
水
施
設
「
高
井
東
部
第
二
処
理
場
」
を

防
災
資
機
材
等
備
蓄
倉
庫
に
整
備
し
ま
し
た

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３

　

村
で
は
、
平

成
25
年
11
月
に
、

農
業
集
落
排
水

高
井
東
部
地
区

が
千
曲
川
流
域

下
水
道
処
理
区

に
統
合
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、

処
理
場
と
し
て

の
機
能
を
終
え

た
高
井
東
部
第

二
処
理
場
の
施

設
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、
防

災
資
機
材
等
備
蓄
倉
庫
と
し
て
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

整
備
の
概
要
は
、
一
階
部
分
に
大
型

ラ
ッ
ク
等
を
設
置
し
た
ほ
か
、
地
下
の
処

理
槽
部
分
は
、
一
部
分
を
砂
で
埋
め
立
て
、

内
部
の
清
掃
、
塗
装
を
行
い
、
ラ
ッ
ク
を

設
置
し
保
管
ス
ペ
ー
ス
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
型
の
防
災
倉
庫
を
整
備
し
た

こ
と
で
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
防
災
対

策
の
一
環
と
し
て
、
非
常
食
・
飲
料
水
・

毛
布
等
の
生
活
必
需
品
の
備
蓄
に
あ
わ
せ
、

防
災
資
機
材
を
常
備
す
る
こ
と
で
、
災
害

時
に
円
滑
な
物
資
供
給
、
支
援
活
動
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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～がん検診　愛する家族への贈り物～

長野市への通勤・通学者の利便が向上

検診でがんの早期発見を！

長野市立図書館の
利用が可能に

　村では、次のとおり乳がん検診（超音波検診）及び肺がん検診（ＣＴ）を実施します。
　がんは、昭和 56 年からわが国の死因第１位になっています。村においても、死因の第１位はがんで、現
在では死因の約３割をがんが占めています。
　今や国民の２人に１人ががんにかかると言われ、３人に１人ががんで亡くなるという現状において、がん
を早期発見するためには、定期的にがん検診を受けることが大切です。
　自分のため、家族のために、ぜひ定期的にがん検診を受けましょう。

　長野地域連携中枢都市圏連携事業（中核市であ
る長野市が中心となって、その周辺市町村と連携
して行う事業）の開始に伴い、高山村民の皆さま
も、長野市立「長野図書館」及び「南部図書館」
の図書資料の貸出しサービスを利用することがで
きるようになりました。

◎新たに利用できる図書館
　◦長野市立「長野図書館」
　　　長野市大字長野長門町
　　　☎２３２―３５５８
　◦長野市立「南部図書館」
　　　長野市篠ノ井御幣川
　　　☎２９２―０１４３
◎休館日、利用時間、利用方法等が異なりますの
で、あらかじめ各図書館にお問い合わせください。

◆教育委員会生涯学習係　☎２１４―９７６２

乳がん検診（超音波検診）

期　日　４月 16 日㈪～ 20 日㈮
時　間　午前９時～午後２時 30 分
場　所　高山村保健福祉総合センター内
　　　　健康管理センター
対象者　30 歳以上の女性

肺がん検診（ＣＴ）

期　日　４月 23 日㈪～ 26 日㈭
時　間　午前９時～午後３時 15 分
場　所　高山村保健福祉総合センター内
　　　　健康管理センター
対象者　40 歳以上の方

公民館内「図書室」の
利用時間を変更します

平日の開館時間を１時間繰り下げ
　公民館図書室では、多くの村民の皆さまに読書等を楽し
んでいただくために「利用しやすい図書室」を目指してい
ます。
　そこで、学校の放課後や勤務後の帰宅時など、利用者の
利便性向上のため、４月から
利用時間を次のとおり変更し
ます。

利用時間変更開始日
　４月３日㈫から
利用時間

区　分 変　更　前 変　更　後
火曜～金曜 午前９時～午後５時 午前10時～午後６時

土・日・祝 午前９時～午後５時 変更無し
（午前９時～午後５時）

休室日
　毎週月曜日（祝日の場合は、その翌日）

◆教育委員会生涯学習係　☎２１４―９７６２

　検診についての詳細は、３月中旬頃、がん検診をお申し込みいただいている方あてにお知らせします。
　申し込みをしておらず検診を希望される方は、保健福祉総合センター内保健予防係までご連絡ください。

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２
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室
内
犬
も
登
録
・
注
射
が
必
須
で
す

村
で
は
、
平
成
30
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主

（
所
有
者
及
び
管
理
者
）の
皆
さ
ん
は
、飼
っ

て
い
る
犬
に
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
日
程
表
に

記
載
さ
れ
て
い
る
最
寄
り
の
会
場
で
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
育
さ
れ
、
登
録

の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
登
録
手
続
き
も

合
わ
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
室
内
で
飼

育
す
る
場
合
も
登
録
及
び
予
防
注
射
が
必

要
で
す
の
で
、
必
ず
受
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
７

狂犬病予防注射日程
期　　日 時　　　間 場　　　　所

４月 24 日㈫

  9：00 ～  9：45 高井トレーニングセンター駐車場
10：00 ～ 10：30 除雪センター駐車場（高山村役場東側）
10：45 ～ 11：00 牧生活改善センター駐車場
11：10 ～ 11：25 山田温泉大湯前広場
11：35 ～ 11：50 ふるさとセンター駐車場（蕨温泉北側）
12：00 ～ 12：20 北部トレーニングセンター駐車場

５月 20 日㈰  9：00 ～ 10：00 高山村役場駐車場

①
ハ
ガ
キ
（
須
高
獣
医
師
会
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の

実
施
に
つ
い
て
」
の
通
知
）

　
注
射
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、

ハ
ガ
キ
裏
面
の
問
診
票
に
記
入
し
、

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
注
射
料
金　

３
，
５
０
０
円

　
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
規
に
犬
を
登
録
さ
れ
る
方
は
、

別
途
登
録
料
（
３
，
０
０
０
円
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
犬
が
死
亡
し
た
場
合
や
所
在
地

を
変
更
し
た
場
合
は
、
必
ず
村
民
生
活
課

生
活
環
境
係
へ
届
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
物

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

村営住宅の入居者を募集します
地域優良賃貸住宅

若者定住促進住宅

所  在  地 募集住宅・戸数 建 物 構 造 家　　賃
村営住宅中原団地
中原　原宮団地

Ｕ棟
Ｊ棟、Ｌ棟
計３戸

木造 2階　3ＬＤＫ、浴室、洗面脱衣室、
トイレ 1Ｆ 2Ｆ、バルコニー、外物置、
駐車 2台　

50,000 円
（敷金 100,000 円）

所  在  地 募集住宅・戸数 建 物 構 造 家　　賃
中原　原宮団地 Ｄ棟

計１戸
木造 2階　2ＬＤＫ、洗面脱衣室、浴室、
トイレ、バルコニー、駐車 2台

45,000 円
（敷金 90,000 円）

１ 申込み方法
　　建設水道課窓口に備え付けの「高山村営住宅入居申込書」に、次の書類を添付のうえ、お申し込みください。
　　なお、入居要件等詳しくはお問い合わせください。
　　（申込用紙は村ホームページ［http://www.vill.takayama.nagano.jp/］からもダウンロードできます。）
　　①入居を予定する方全員の所得を証明するもの（所得証明書）
　　②入居を予定する方全員の市町村税等に滞納がないことの証明書（納税証明書）
　　③入居しようとする方全員の住民票
２ 申 込 期 間　３月１日㈭ ～ ３月 30 日㈮
３ 抽　選　日　４月９日㈪
４ 入居可能日　４月 13 日㈮ ～（予定）

◆建設水道課建設係　☎２１４―９２９７
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『
改
訂
版
　
村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
』

発
刊
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
に
村

の
文
化
財
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
村

文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
の
皆
さ
ん
を

中
心
と
し
て
、
村
の
文
化
財
を
紹
介
し
た

書
籍
『
改
訂
版　

村
の
文
化
財
を
た
ず
ね

て
』
の
編
纂
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
訂
版
は
、
平
成
４
年
に
初
版

を
発
刊
し
て
以
降
26
年
が
経
過
し
、
そ
の

間
の
指
定
文
化
財
の
増
加
・
変
更
を
反
映

し
、
最
新
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
む
な
ど

初
版
の
記
事
を
全
面
的
に
改
訂
し
ま
し
た
。

　

収
録
し
た
文
化
財
は
、
県
指
定
２
件
、

村
指
定
33
件
及
び
村
指
定
候
補
18
件
を
５

１
項
目
に
ま
と
め
た
ほ
か
、
巻
末
の
コ
ラ

ム
と
し
て
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
等
の
動
植
物

他
14
項
目
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
刷
り
と
す
る

と
と
も
に
、
掲
載
す
る
す
べ
て
の
文
化
財

に
つ
い
て
英
文
の
解
説
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

日
頃
文
化
財
に
馴
染
み
の
な
い
方
に
も

分
か
り
や
す
い
解
説
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
開
始　

　

４
月
２
日
㈪

価
格
（
税
込
）

　

定
価　

2,000
円

販
売
場
所

　

教
育
委
員
会
窓
口

　
（
代
金
と
引
き
換
え
に
お
渡
し
し
ま
す
）

◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

☎
２
１
４
︱
９
７
６
２

鉄
道
フ
ァ
ン
以
外
に
も
多
く
の
方
が
訪
れ

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
他
に
も
、

沿
線
に
は
接
岨
峡
温
泉
や
寸
又
峡
温
泉
な

ど
昔
な
が
ら
の
湯
治
場
の
風
情
を
残
す
温

泉
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
毎
年
８
月
15
日
に
浅
間
神
社
で

奉
納
さ
れ
る「
徳
山
の
盆
踊
」は
、
昭
和
62

年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
地
域
の
方
々
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
、徳
山
の
盆
踊
は「
鹿
ん
舞
」

「
ヒ
ー
ヤ
イ
」「
狂
言
」と
い
う
全
く
異
な
っ

た
芸
能
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
古
歌
舞
伎

踊
の
初
期
の
仕
組
み
を
現
在
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
、
南
ア
ル
プ
ス
の
光
岳
周
辺
は

本
州
唯
一
の
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
と

な
っ
て
お
り
、
町
全
体
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
自
然
と
人

と
の
共
生
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

vol.65

美
し
い
村
連
合
通
信

　

川
根
本
町
は
、
静
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
位
置
す
る
面
積
約
496
㎢
、
人
口
約
7,100
人

の
町
で
す
。
町
の
中
央
部
に
は
、
南
ア
ル

プ
ス
を
源
流
と
す
る
大
井
川
が
流
れ
、
そ

の
渓
谷
は
四
季
折
々
の
彩
り
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。　

　

大
井
川
か
ら
立
ち
込
め
る
川
霧
と
切
り

立
っ
た
渓
谷
は
、
上
質
な
お
茶
を
育
む
土

壌
と
な
り
、
川
根
本
町
の
名
は
銘
茶
川
根

茶
の
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
沿
い
の
傾
斜
地
に
は
、
茶
畑
の
景
観
が

広
が
り
、
新
芽
の
芽
吹
く
時
期
に
は
町
の

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
新
茶
の
香
り
が
漂

い
ま
す
。

　

大
井
川
沿
線
に
は
、
Ｓ
Ｌ
の
運
行
や

日
本
で
唯
一
の
ア
プ
ト
式
鉄
道
が
存
在

す
る
大
井
川
鐵

道
が
運
行
し
て

い
ま
す
。
ダ
ム

湖
に
架
か
る
鉄

橋
レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
と
奥

大
井
湖
上
駅
は
、

湖
上
を
歩
く
こ

と
が
で
き
る
遊

歩
道
や
そ
の
独

特
な
立
地
か
ら
、

◆
総
務
課
企
画
財
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

川根茶の茶畑と大井川鐵道

ヒーヤイ

大
井
川
の
渓
谷
と
川
根
茶
の

茶
園
景
観
が
広
が
る
に
ほ
ん
の
里

静
岡
県
　
川か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う

根
本
町

『
改
訂
版
　
村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
』

発
刊
の
お
知
ら
せ

━ 

平
成
４
年
の
初
版
を
全
面
改
訂 

━
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新生徒会長所信演説 清掃の様子

　　

２月の高山分署の出動状況  （平成 30 年２月１日～２月 28 日）

火　　災 1    （2）
高山村内の火災　0 件（0）
損害額　0 円（0 円）
死者　0 人（0）　負傷　0 人（0）

調　　査 1    （1）

救　　急 34  （62）

救　　助 0    （0）

＜お問い合わせ＞
• 消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）　☎ 245-1119
• お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ　  ☎ 248-0119

※（　）内は、平成 30 年 1 月 1 日からの累計です。

消防情報

＜たき火を終えたら完全消火！＞
　これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすい
時期です。
　畑で剪定した枝を焚いている際は、その場から離れな
い、たき火が終わったら完全消火したことを確認してか
ら帰宅するようにしましょう。
　強い風が吹いる時、空気が乾燥している時には、たき
火など火気の使用は控えるようにお願いします。

＜ぎっくり腰に注意！＞
　３月は引っ越しのシーズンです。新天地へ向け、夢と
希望に満ち溢れている方も多いことでしょう。
　そんな矢先、引っ越しで荷物を運んでいたら「ぎっく
り腰」に…なんてことが起きないようにするために、物
を持ち上げる時のポイントをご紹介します。
◦重い物を持ち上げる時には、胸を張った状態で、膝の
曲げ伸ばしを使って持ち上げる。

◦床の物を取るなど、何気ない動作の際、腰を折り曲げ
ずに膝を折り曲げて屈み、上半身は伸ばしたままの状
態にしておく。

　普段、デスクワークが多く、長時間座っていることが
多い方など、腰に疲労がたまっていると感じる方は、ス
トレッチをするなどして予防するようにしましょう。

　 学校だより 高 山 中 学 校247

　３学期から、２年生の新役員による生徒会活動が始まり、
1 月 10 日の生徒集会で、柴田新生徒会長より所信演説が
ありました。続いて 1 月 17 日に第 1 回生徒会が行われ、
新正副委員長のもとで委員会活動がスタートを切っていま
す。2 月 5 日からは今年度最後の縦割り清掃に全校で取り
組んでいます。昨年 4 月から ｢Radiant ～１人１人が繋が
る生徒会～」を目標に掲げ、学校生活の中で全校が繋がる
活動を進めてきた 3 年生からバトンを引継ぎ、最後のまと
めに向かい全校がさらに繋がりつつあります。

○私は３年１組の教室で、３年生２人、２年生１人と私で
した。でも２年生が美化委員だったので、３人で教室そ
うじをしました。３人でも早く終わってしまうほど、３
年生の手際の良さにはすごく驚きました。みんな一言も
話さないので、しっかり清掃することができたのでよかっ
たです。（１年生）

～ ｢Radiant ～１人１人が繋がる生徒会～」
　　の達成を目指して、

最後のまとめに向っています～

　２月 19 日㈪に、須坂ライオンズクラブから、青少年育成
事業として、小・中学校に図鑑や文庫本など合計 19 冊の図
書をご寄贈いただきました。
　未来を担う子どもたちが、読書を通して心豊かに成長で
きるよう活用させていただきます。

◆教育委員会子育て学校教育係　☎２１４―９７６１

須坂ライオンズクラブから
小・中学校へ図書が寄贈されました

　棉花の試験栽培については、平成 27 年４月 30 日に信州大
学・須坂園芸高校（当時）・農業委員会・村の四者で「棉花
試験栽培にかかる連携協働に関する協定」を締結して以来３
年間、農業委員会を中心に取り組んできました。本年３月末
をもって協定が終期を迎えるにあたり、今後も棉花栽培を続
けるため、これまで栽培に携わってこられた方や棉花栽培に
興味をお持ちの方で棉花栽培事業研究会を昨年 12 月に設立
しました。
　今年の植え付けからこの研究会の会員が棉花栽培を担って
いくこととなります。研究会では趣旨に賛同し会員となって
いただける方を募集しています。興味のある方は、会長の山
本友子さん（０８０―３５９８―１１７７）までご連絡くだ
さい。

◆農業委員会事務局　☎２１４―９２６８

棉花栽培事業研究会が
設立されました
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を

再
開
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

「
後
納
制
度
」
に
つ
い
て

平
成
30
年
産
水
稲
生
産
実
施

計
画
書
等
の
提
出
に
つ
い
て

問 問

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
上
下
水
道

料
金
を
算
定
す
る
た
め
、
２
カ
月
に
１
度
、

奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
例
年
１
月

は
積
雪
の
た
め
実
施
せ
ず
、
３
月
か
ら
検

針
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
は
山
火

事
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す
。

　

特
に
４
月
は
、
野
外
で
の
作
業
に
適
し

た
季
節
で
、
山
林
へ
の
人
の
出
入
り
が
多

く
な
る
た
め
、
年
間
の
山
火
事
の
半
分
以

上
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
人
の
不
注
意
な
ど

に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
近
年
、

家
の
庭
先
や
田
畑
の
周
り
で
の
た
き
火
か

ら
山
林
に
燃
え
広
が
る
事
例
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
社
会
共
通
の
財
産
で
あ
る
緑

の
森
林
を
守
る
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
、
山
火
事
の
予
防
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◦
枯
草
等
の
近
く
な
ど
、
周
囲
に
燃
え
広

が
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
で
た
き
火
等
を

し
な
い
。

◦
風
の
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

時
は
、
特
に
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
た
き
火
を
し
な
い
。

　

検
針
時
に
は
村
か
ら
委
託
を
受
け
た
検

針
員
が
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け

て
使
用
し
た
水
量
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

メ
ー
タ
ー
検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺

に
物
を
置
か
な
い
。

◦
犬
は
メ
ー
タ
ー
検
針
に
支
障
の
な
い
場

所
へ
繋
い
で
お
く
。

　

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
は
、
水
道

料
金
算
定
の
ほ
か
、
漏
水
を
発
見
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
漏
水
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
水
道
料
金
は
発
生
し
ま
す
の
で
、
日

頃
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
る
習
慣
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

検
針
の
時
期

　

第
１
期　

３
月
中
旬
～
下
旬

　

第
２
期　

５
月
中
旬
～
下
旬

　

第
３
期　

７
月
中
旬
～
下
旬

　

第
４
期　

９
月
中
旬
～
下
旬

　

第
５
期　

11
月
中
旬
～
下
旬

　

第
６
期　

検
針
な
し

　
（
積
雪
の
た
め
暫
定
水
量
に
よ
る
請
求
）

　

毎
年
、
農
家
組
合
等
を
通
じ
配
布
し
て

い
る
「
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
」
等
に
つ

い
て
、
今
年
も
３
月
下
旬
の
配
布
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
計
画
書
は
、
水
稲
や
転
作
作
物
の

作
付
け
を
行
う
農
地
の
把
握
を
行
い
、
経

営
所
得
安
定
対
策
交
付
金
な
ど
の
助
成
を

受
け
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
栽
培

作
物
の
変
更
や
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
予

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
必
ず
提
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
提
出

書
類
も
同
封
し
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
産
米
か
ら
こ
れ
ま
で
の
国
に

よ
る
「
生
産
数
量
目
標
」
の
配
分
は
廃

止
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
米
の
適

正
生
産
を
進
め
る
た
め
、「
生
産
数
量

目
安
値
」
を
定
め
、
各
耕
作
者
の
皆
さ

ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

●お知らせ

役

役

役

◦
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト

メ
ー
タ
ー
（
メ
ー
タ
ー
器
の
流
量
計
器
）

が
回
る
場
合
は
、
漏

水
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
村
指
定
工
事

店
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
「
後
納
制

度
」
が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受
給
が
で
き

な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
老
齢
年
金
を
受
取
る
た
め
に
は
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間

な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が
25
年
以
上

必
要
で
し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
は
、

資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金

を
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
後
納
制
度
を
利
用
し
不
足

し
て
い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
方
が

受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
年
金
機
構
長
野
北
年
金
事
務
所

　

☎
２
４
４
―
４
１
０
０

火
の
用
心  

森
か
ら
聞
こ
え
る  

あ
り
が
と
う

提 

出 

先　
Ｊ
Ａ
な
が
の
高
山
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

役
場
産
業
振
興
課
農
政
係

提
出
期
限　

４
月
27
日
㈮

　

Ｊ
Ａ
な
が
の
高
山

　

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
５
―
０
０
４
５

　

産
業
振
興
課
農
政
係

◦
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

使
用
後
は
確
実
に
消
火
す
る
。

◦
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
火
が
消
え
た

こ
と
を
確
認
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
す
。
大
切
な
森
林
を
、
皆
さ
ん
の

手
で
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

パイロット
メーター
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昔
か
ら
つ
づ
い
て
き
た
差
別
は

完
全
に
な
く
す
の
は
む
ず
か
し
い

だ
け
ど
考
え
方
を
変
え
る
だ
け
で

見
え
る
世
界
が
変
わ
る
だ
ろ
う

当
た
り
前
に
あ
る
差
別
を
自
覚
し
て
変
え
る
こ
と

さ
れ
た
側
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と

考
え
方
を
変
え
る
た
め
に
出
来
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る

も
う
一
度
　
考
え
て
み
よ
う

全
て
の
差
別
が
な
く
な
る
よ
う
に 藤 

沢   

華 

音

（
平
成
二
十
九
年
度
高
山
中
学
校
　
三
年
）

変
え
る
た
め
に

　

去
る
１
月
27
日
、須
坂
市
の「
人

権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
が

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
の

で
、
後
学
の
た
め
に
参
加
し
た
。

主
催
は
、
部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
と
須
坂
市
教
育
委
員
会
。

　

主
催
者
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

豊
洲
小
学
校
児
童
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

さ
ん
に
よ
る
学
習
発
表
が
あ
っ
た
。

テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も
の
人
権
を

守
り
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

と
は
」
で
、
人
権
同
和
教
育
の
各

学
年
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
の

様
子
を
作
文
、
映
像
、
歌
（
手
話

を
伴
う
）
を
交
え
て
三
十
分
間
ほ

ど
発
表
さ
れ
た
。

　

講
演
は
、「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

人
権
が
あ
る
」
と
題
し
て
、
部
落

解
放
同
盟
栃
木
県
連
合
会
執
行
委

員
長
の
和
田
献
一
さ
ん
が
行
っ
た
。

紙
面
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
講

演
の
一
部
を
記
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
、「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

を
重
視
す
る
国
際
人
権
の
潮
流
」

の
話
が
合
っ
た
。
こ
の
中
で
印
象

に
残
っ
た
の
は
、「
人
権
を
考
え

る
」
テ
ー
マ
と
い
う
の
は
、「『
私

の
人
権
、
あ
な
た
の
人
権
、
み
ん

な
の
人
権
』
と
い
う
あ
い
ま
い
な

概
念
で
は
な
く
、
人
権
侵
害
に
曝

さ
れ
て
い
る
人
、
差
別
を
受
け
て

研
修
報
告

須
坂
市
・
人
権
を
考
え
る
市
民
の

つ
ど
い
に
参
加
し
て

苦
し
ん
で
い
る
被
害
者
、
虐
待
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
、
障
が
い
者
…

人
権
侵
害
に
曝
さ
れ
て
い
る
被
害

者
、
す
な
わ
ち
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

呼
ぶ
社
会
的
弱
者
の
救
済
、
人
権

回
復
、
人
権
保
障
を
『
人
権
を
考

え
る
と
言
う
』」
と
話
さ
れ
た
。

　
「
部
落
差
別
と
戸
籍
制
度
」・「
日

本
国
憲
法
と
戸
籍
制
度
」
に
話
が

進
ん
だ
。
部
落
へ
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
が
部
落
差
別
を
引
き
起
こ

し
、
こ
の
排
除
の
歴
史
は
法
律
・

戸
籍
制
度
に
結
び
つ
い
て
い
る

と
。
結
婚
に
つ
い
て
、
現
実
に
は

部
落
ー
非
部
落
の
結
婚
は
90
％
以

上
あ
り
、
若
い
世
代
が
人
権
法
を

機
能
さ
せ
て
い
る
と
す
る
が
、
二

つ
の
結
婚
差
別
事
件
を
例
に
示
し

た
。
一
つ
は
、
本
籍
地
を
20
カ
所

も
変
え
た
（「
違
う
存
在
」
で
あ

る
こ
と
の
否
定
）
が
、
娘
の
新
婚

旅
行
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
た
め
、

戸
籍
謄
本
を
取
り
、
部
落
出
身
で

あ
る
こ
と
が
暴
露
さ
れ
、
相
手
の

家
族
や
親
戚
一
族
・
身
内
・
親
族

共
同
体
が
責
め
た
事
件
。「
戸
籍

が
ケ
ガ
レ
る
・
組
ち
が
い
・
縁
を

切
る
」
と
。
一
つ
は
、
結
婚
に
反

対
し
た
親
戚
一
族
が
集
ま
り
、「
戸

籍
が
ケ
ガ
レ
る
・
組
ち
が
い
・
縁

を
切
る
」
と
責
め
る
満
座
の
中

で
、
公
務
員
で
あ
る
一
人
が
、
結

婚
差
別
は
、
憲
法
に
違
反
す
る
と

発
言
。
憲
法
第
13
・
14
・
24
条
の

人
権
原
則
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
中
の
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
人
権
保
障
の
原
則
に
な
る

と
。

　

戸
籍
制
度
は
、
二
つ
の
機
能
を

持
つ
。
一
つ
は
、
個
人
の
身
分
登

録
。
一
つ
は
、
国
家
共
同
体
の
秩

序
維
持
機
能
。
親
族
共
同
体
・
身

内
に
よ
る
監
視
と
い
う
。
結
婚
に

よ
っ
て
親
戚
一
族
に
な
る
。「
戸

籍
が
ケ
ガ
レ
る
・
組
ち
が
い
・
縁

を
切
る
」
と
し
て
、
親
族
共
同
体

か
ら
排
除
す
る
結
婚
差
別
。

　

現
在
の
部
落
差
別
は
、
明
治
政

府
に
よ
る
身
分
制
度
と
し
て
の
族

籍
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
個

人
は
戸
主
（
家
制
度
）
の
統
制
を

受
け
、
結
婚
は
親
族
共
同
体
の
承

認
事
項
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
に
敗
北
し
、
新
憲
法
下
で
新

し
い
社
会
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
が
、「
家
」
制
度
の

解
体
は
家
族
の
解
体
で
あ
り
、
国

家
秩
序
の
解
体
と
理
解
し
た
国
は
、

憲
法
の
個
人
の
尊
重
原
則
と
封
建

的
家
制
度
の
戸
籍
制
度
を
共
存
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

結
婚
に
お
け
る
同
姓
原
則
・
差

別
の
克
服
は
、
個
人
を
基
礎
に
し

た
身
分
登
録
制
度
の
み
と
し
、
戸

籍
制
度
を
改
正
し
て
、
各
人
ご
と

の
一
人
戸
籍
（
個
籍
）
に
変
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
。

（
人
権
推
進
係　

金
山
榮
一
）
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寒
い
毎
日
が
、
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
十
数
年
、
毎
年
予
防
接
種

を
受
け
て
い
ま
す
。
微
熱
や
鼻
水

が
出
た
り
し
ま
す
が
、
あ
ま
り
悪

く
な
ら
ず
に
す
ん
で
い
ま
す
。
最

近
は
、
予
防
接
種
の
料
金
も
安
く

な
っ
て
い
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

　

ま
だ
寒
い
日
は
続
き
ま
す
が
、

暖
房
を
節
約
し
て
、
外
で
動
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
宮
沢
孝
吉
）

車座の学習会

講師の話に聴き入る参加者

　

平
成
28
・
29
年
度
、
指
定
分
館

と
し
て
、
年
3
回
ず
つ
の
「
人
権

問
題
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

28
年
度
第
１
回
は
、「
す
べ
て
の

人
の
幸
せ
を
願
っ
て
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
に
よ
る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

様
々
な
人
権
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
学
べ
ま
し
た
。

　

第
２
回
は
、
高
山
村
前
教
育
長
、

小
山
修
二
さ
ん
に
「
子
ど
も
の
人

権
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
教
職
時
代
に
実
際
に
あ
っ

た
出
来
事
等
、
普
段
な
ら
ば
、
な

か
な
か
聞
け
な
い
よ
う
な
お
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
い
じ
め

な
ど
の
問
題
は
、
現
在
も
大
き
な

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

て
、
昔
か
ら

無
く
な
ら
な

い
大
き
な
問

題
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
、

高
山
村
人
権

推
進
係
の
金

山
榮
一
さ
ん

を
講
師
に「
人 分

館
長
　
小
山
　
一
郎

分
館
人
権
問
題
学
習
会

指
定
分
館
人
権
学
習
を

終
え
て

水
中
分
館

赤
和
分
館

　

今
年
度
は

指
定
分
館
で
、

学
習
会
を
３

回
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

内
容
は
、「
ハ

ン
セ
ン
病
問

題
」、「
高
齢

者
問
題
」、「
同

和
問
題
」
と

多
種
に
及
び

ま
し
た
。
個
々
の
問
題
を
学
習
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
が

分
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
ど
う

し
た
い
の
か
が
少
し
で
も
理
解
出

来
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」
や
「
同
和

問
題
」
を
学
習
し
た
こ
と
で
、
過

分
館
長
　
井
ノ
浦
公
治

人
権
問
題
解
決
に
向
け
て

去
に
あ
っ
た
事
だ
け
で
終
わ
り
に

出
来
な
い
事
の
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
事
の
始
ま
り
か
ら
現
在

も
続
く
も
の
で
、
問
題
解
決
に
向

け
学
習
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
人
権
問
題
で
は
、

事
実
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
偏
見

や
当
事
者
の
人
権
を
考
え
る
契
機

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

病
気
で
あ
る
こ
と
程
度
の
知
識
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、

学
習
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
重

大
な
人
権
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
伝
染

性
の
細
菌
等
の
治
療
で
は
一
定
期

間
、
人
権
に
配
慮
し
た
隔
離
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病

で
は
、
感
染
力
が
極
め
て
弱
い
こ

と
が
分
か
っ
て
も
、
法
律
を
作
っ

て
強
制
的
に
人
権
を
無
視
し
た
隔

離
を
続
け
た
こ
と
が
問
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
当
事
者
は
言
う
ま
で

も
な
く
家
族
の
人
生
に
も
多
大
な

苦
痛
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損

害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

　
「
同
和
問
題
」
も
事
実
に
基
づ
か

な
い
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
差
別

を
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
学
ん
だ
小
・
中
学
校
当
時

を
思
い
出
し
て
み
ま
し
た
が
、
記

憶
が
曖
昧
で
、
同
和
問
題
は
昔
か

ら
あ
る
も
の
で
、
当
時
は
ま
だ
解

決
出
来
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
程

度
し
か
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

後
、
同
和
問
題
に
関
わ
る
文
献
の

研
究
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
昔
の
教

え
と
は
違
っ
た
見
方
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今

は
、
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
、
過

程
を
教
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

人
権
教
育
に
お
い
て
は
、
様
々

な
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

過
去
を
知
る
こ
と
の
必
要
性
や
そ

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
の
学
習
を
通
し
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
多
く
、
間

違
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
し
な

い
た
め
に
も
、
今
後
も
学
習
に
参

加
す
る
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、問
題
の
解
決
に
向
か
っ

て
、
こ
の
分
館
で
の
学
習
を
多
く

の
方
々
と
と
も
に
学
び
、
考
え
て

い
け
る
場
と
な
る
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。

権
問
題
と
し
て
の
同
和
問
題
（
部

落
差
別
問
題
）
の
今
」
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
時
が
変
わ
る
に

つ
れ
て
変
化
し
て
い
く
生
活
環
境

の
中
で
、
未
だ
に
被
差
別
部
落
の

調
査
（
身
元
調
査
）
を
す
る
こ
と

が
あ
る
こ
と
に
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。

　

29
年
度
第
１
回
は
、
高
山
村
公

民
館
長
、本
多
千
賀
子
さ
ん
に「『
織

右
衛
門
さ
ん
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』

忘
れ
、
忘
れ
ら
れ
た
郷
土
の
人
」

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

織
右
衛
門
さ
ん
が
同
じ
水
中
の
出

身
で
あ
る
こ
と
に
一
部
の
ご
年
配

の
方
は
知
っ
て
お
ら
れ
た
み
た
い

で
す
が
、
殆
ど
の
方
は
初
め
て
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
野

騒
動
の
話
で
は
、
身
近
な
出
来
事

で
、
中
野
の
土
地
柄
も
解
る
こ
と

も
あ
り
、
現
在
と
リ
ン
ク
し
て
非

常
に
興
味
深
く
学
べ
ま
し
た
。

　

第
２
回
は
、
元
、
豊
丘
小
学
校

校
長
の
田
中
利
和
さ
ん
に
「
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
か
ら
人
権
問
題
を
考

え
る
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
使

い
、
参
加
者
一
人
ず
つ
自
分
の
意

見
を
発
表
し
ま
し
た
。
色
々
な
場

面
、
環
境
、
対
応
に
よ
っ
て
で
き

る
事
が
あ
る
こ
と
が
良
く
解
り
ま

し
た
。

　

第
３
回
は
、
高
山
村
人
権
推
進

係
の
金
山
榮
一
さ
ん
に
「
差
別
の

起
こ
り
を
考
え
る
ー
部
落
の
歴
史

（
中
世
～
江
戸
時
代
）」
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
従
来
の
部
落
史

に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
身
分
制

度
、
新
し
い
部
落
史
像
、
部
落
史

に
関
す
る
考
え
方
の
変
化
等
、
学

生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
と
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

指
定
分
館
と
し
て
、
多
く
の
区

民
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
「
人
権

問
題
学
習
会
」
が
出
来
て
、
大
変

良
か
っ
た
で
す
。
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開
会
行
事
の
主
催
者
挨
拶
の

中
で
、
内
山
村
長
は
、「
固
定

的
な
役
割
分
担
を
な
く
し
、
女

性
が
外
に
出
て
働
き
、
男
性
も

家
事
等
を
行
う
な
ど
し
て
、
お

互
い
を
尊
重
し
合
い
、
住
み
よ

い
高
山
村
に
し
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
意
見
発
表
と
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
髙
井
央
葉
さ
ん

（
紫
）
が
行
い
ま
し
た
。
意
見

発
表
の
題
は
『
和
太
鼓
と
家
族

と
地
域
』
で
し
た
。

　

髙
井
さ
ん
は
、
15
年
ほ
ど
前

か
ら
和
太
鼓
演
奏
活
動
を
続
け

て
お
ら
れ
、
自
身
の
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
の
中
で
和
太
鼓
に

生
き
が
い
を
見
つ
け
て
頑
張
っ

て
来
ら
れ
ま
し
た
。「
な
ぜ
自

分
だ
け
が
や
り
た
い
こ
と
を
我

慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

と
い
う
思
い
に
悩
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
夫
や
仲
間
た
ち
に

協
力
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

演
奏
活
動
に
励
ん
で
き
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

子
ど
も
さ
ん
も
演
奏
に
加
わ
る

　
『
暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参

画
を
見
直
そ
う
』
と
題
し
、
氣

賀
澤
葉
子
さ
ん
が
、
講
演
し
ま

し
た
。

　

和
太
鼓
を
始
め
て
十
五
年
に

な
り
、
生
活
の
一
部
と
し
て
自

然
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

参
加
は
、
改
め
て
「
家
族
で
活

動
し
て
い
る
」
こ
と
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

趣
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
楽

し
い
こ
と
を
家
族
と
仲
間
と
共

有
す
る
喜
び
」「
子
ど
も
で
も

大
人
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
た

い
こ
と
の
た
め
に
自
分
が
出
来

る
こ
と
を
考
え
る
大
切
さ
」「
演

な
ど
、
家
族
で
楽
し
み
、
互
い

の
意
見
を
尊
重
し
、
助
け
合
え

る
関
係
を
作
っ
て
い
る
と
話
し

ま
し
た
。

　

太
鼓
演
奏
に
は
仲
間
の
飛
田

さ
ん
家
族
も
入
り
、
会
場
一
杯

に
力
強
い
太
鼓
の
音
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。
出
席
者
も
参
加

し
て
、
掛
け
声
と
手
拍
子
が
湧

き
あ
が
り
ま
し
た
。

講演する氣賀澤さん

1
月
20
日
（
土
）

記
念
講
演

い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
髙
井　

央な
か
ば葉

　

氣
賀
澤
さ
ん
は
現
在
駒
ケ
根

市
議
会
議
員
で
、
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
・
長
野
県
男
女
共
同
参

画
審
議
会
委
員
で
も
あ
り
ま
す
。

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
ク
イ

ズ
を
交
え
、
資
料
を
提
示
し
な

が
ら
、
身
近
に
あ
る
問
題
を
取

り
上
げ
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

夫
婦
同
姓
を
法
令
で
定
め
て

い
る
の
は
、
日
本
だ
け
と
か
、
こ

れ
ま
で
の
男
性
中
心
で
な
い
、
別

の
視
点
か
ら
現
実
を
と
ら
え
る

知
恵
と
行
動
の
重
要
性
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
避
難
所
で
の
具
体
例
を
示
す

奏
を
通
じ
て
地
域
や
た
く
さ
ん

の
方
と
繋
が
っ
て
い
け
る
素
晴

ら
し
さ
」
な
ど
を
教
え
て
く
れ

る
和
太
鼓
は
、私
達
家
族
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。

　

一
緒
に
参
加
し
た
子
ど
も
達

も
、
今
回
多
く
の
よ
く
知
っ
て

い
る
方
達
に
演
奏
を
観
て
頂
け

て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
ど
、
男
性
に
も
女
性
に
も
暮

ら
し
や
す
く
な
る
た
め
に
、
ど

う
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
身

近
な
こ
と
に
ふ
れ
た
お
話
で
し

た
。

　
「
地
区
の
役
職
な
ど
男
女
の
理

解
や
協
力
が
大
切
な
の
だ
」
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
身
の
回

り
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る

内
容
で
し
た
。

　

最
後
に
、
天
候
に
左
右
さ
れ

が
ち
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

も
っ
と
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。（
中
村　

記
）

男
女
共
同
参
画

い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

3月号



　 

15 2018.3.15 館報

第 724号

76

千
本
松
分
館
長　

中
村　

敬よ
し
か
ず一

紫
分
館
長　

森
山　

知
之

森
田　

整
（
新
堀
）

ま
だ
ま
だ
寒
い
け
ど

ど
こ
か
に隠

れ
て
い
る
は
ず
…

い
ろ
ん
な
春
、
み
っ
け

も
う

い
い
よ
ー
!!

よ
ぉ
し

探
す
ぞ
ー

こ
っ
ち
も

見
っ
け

ニ
ャ
ン

あ
ッ

タ
カ
ち
ゃ
ん

見
っ
け
!!

 

あ　
　
　
ッ

み
つ
か
っ
ち
ゃ
っ

た
ぁ

　

１
月
27
日
（
土
）
好
天
の
中
行

わ
れ
た
文
化
祭
は
、
ま
ず
、
午
前

の
部
で
「
史
談
会
」
か
ら
は
、
掛

け
軸
や
骨
と
う
品
等
を
、『
お
花
の

会
』
か
ら
生
花
を
展
示
し
て
頂
き

ま
し
た
。
庭
で
は
、
育
成
会
に
よ

る
餅
つ
き
が
あ

り
、
子
供
た
ち

が
、
重
い
キ
ネ

で
頑
張
っ
て
つ

き
ま
し
た
。
役

員
に
よ
る
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
も
好

評
で
し
た
。

Ｑ
１ 

連
載
で
一番
苦
労
し
た
こ
と

　

原
稿
を
と
ど
け
る
の
が
、
１
ヶ
月

前
に
な
る
の
で
、
花
を
選
び
、
文
章

を
書
く
の
が
大
変
で
し
た
。

Ｑ
２ 

多
く
の
花
が
押
花
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
一番
好
き
な
花

　

バ
ラ
・
パ
ン
ジ
ー
・
忘
れ
な
草
な
ど

あ
り
ま
す
が
、ム
ギ
ナ
デ
シ
コ
で
す
。

　
館
報
「
花
と
の
語
ら
い
」
で
原

稿
を
執
筆
い
た
だ
い
た
小
出
恵
子

さ
ん
（
荒
井
原
）
と
松
本
浩
明
さ

ん
（
荒
井
原
）
に
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。
小
出
さ
ん
の
文
章
と

素
敵
な
押
し
花
の
連
載
が
終
了
し

た
の
は
、
残
念
で
す
。

　

２
月
４
日
（
日
）
に
紫
分
館
の
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
、
各
文
化
ク
ラ
ブ

や
有
志
の
方
々
の
作
品
の
展
示
の
ほ

か
、
信
州
高
山
ワ
イ
ン
ナ
リ
ー
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
ワ
イ
ン
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
の
鷹
野
永
一

さ
ん
か
ら
は
、
ワ
イ
ン
の
作
り
方
か

ら
飲
み
方
に
至
る
ま
で
、
６
種
類
の

ワ
イ
ン
を
試
飲
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ワ
イ
ン
の
楽
し
み
方
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ッ
と

作
品
を
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
々
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
堀
分
館
報
再
刊
の
き
っ
か
け
は
、

「
分
館
報
を
作
っ
て
」
と
分
館
長
の

自
分
が
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
し

た
。
調
べ
る
と
、
数
年
休
刊
し
て
い

ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
発
行
と
い
う
こ
と

で
、
原
稿
を
お
願
い
し
た
皆
さ
ん
に

快
く
引
き
受
け
て
頂
き
大
変
助
か

り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
カ

ラ
ー
版
に
な
り
、
一
層
よ
く
な
っ
た

と
好
評
で
す
。

　

取
材
等
の
中
で
気
づ
い
た
の
は
、

多
く
の
方
は
シ
ニ
ア
世
代
で
す
が
、

現
役
時
代
の
事
や
特
技
な
ど
、
興

味
深
い
話
題
に
事
欠
か
な
い
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
最
近
は
「
個
人
情

報
…
」
と
か
で
、
個
人
の
過
去
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
題
に
過
敏
に
な
っ

て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

身
近
に
経
験
豊
富
な
素
晴
ら
し
い

人
達
が
沢
山
い
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
の
が
、
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
「
分
館
報
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

分
館
報
を
読
ん
だ
こ
と
で
、
そ
の

方
に
お
会
い
し
た
時
、
話
の
き
っ
か

け
と
幅
が
出
て
き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
も
よ
い
け
れ
ど
、
シ
ニ
ア
に
と
っ
て

「
分
館
報
」
は
手
軽
で
わ
か
り
や
す

い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
パ
ワ
ー

を
秘
め
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

地
区
文
化
祭

分
館
報
は

　
パ
ワ
ー
を
秘
め
た

ミ
ニ
メ
デ
ィ
ア

座
談 花と私

Ｑ
３ 

押
し
花
を
初
め
て
、
ど
の
く
ら
い

　

22
年
で
す
。

Ｑ
４ 

始
め
た
き
っ
か
け

　

花
が
好
き
で
家
に
沢
山
植
え
て

い
た
が
、
冬
期
は
見
ら
れ
な
い
こ
と

が
残
念
で
、
押
し
花
の
体
験
教
室

に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な

り
、
長
野
の
教
室
に
通
い
ま
し
た
。

Ｑ
５ 

苦
心
す
る
こ
と

・
厚
み
の
あ
る
花
を
扱
う
場
合

・
白
な
ど
色
の
う
す
い
花
を
き
れ
い

に
仕
上
げ
る
場
合
。

Ｑ
６ 

花
に
対
す
る
気
持
ち

　

草
取
り
や
花
が
ら
を
取
り
な
が

ら
、
き
れ
い
に
咲
い
て
ほ
し
い
、
と

思
っ
て
作
業
を
し
ま
す
。
同
じ
花
で

も
、
毎
年
生
長
は
違
う
の
で
、
観

察
が
大
事
。

Ｑ
７ 

松
本
さ
ん
が
気
を
遣
う
点

　

微
小
な
種
を
蒔
く
時
と
水
や
り

の
時
。
丁
寧
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
な
お
パ
ン
ジ
ー
は
11
月
か

ら
、
夏
物
は
２
月
に
蒔
き
ま
す
。

Ｑ
８ 

新
種
の
栽
培
に
積
極
的
で
す
か

　

同
じ
花
で
は
飽
き
る
の
で
力
を
入

　

午
後
は
、
ま
ず
、「
健
康
づ
く
り

教
室
」
で
汗
を
流
し
、『
詩
吟
の
会
』

『
剣
舞
の
会
』
の
発
表
会
、
続
い
て

ビ
ン
ゴ
大
会
や
『
千
本
松
球
遊
会
』

に
よ
る
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
区
長
さ
ん

と
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
と
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

区
の
皆
さ
ん
が
親
睦
を
深
め
た
一

日
で
し
た
。

れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
小
出
さ
ん
は
、「
こ
れ

か
ら
も
花
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、

作
品
制
作
に
取
り
組
む
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
　
　
　（
荻
原
　
記
）
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会
報
『
高
山
史
談
第
13
号
』
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。「
史
談
会
」
っ

て
何
？
と
思
わ
れ
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
事
務
局

本
多
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

史
談
会
の
会
員
は
現
在
67
名

で
、
歴
史
好
き
の
方
の
集
ま
り
で

す
。
２
年
に
１
回
、
会
報
を
発
行

し
、
毎
年
研
修
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
秋
の
文
化
祭
や
文
化
展
で
展

示
発
表
を
し
て
い
ま
す
。

高
山
剣
道
連
盟

　

橋
本　

知
子
（
千
本
松
）

　

現
会
長
の
原
富
男
さ
ん
（
堀
之

内
）
の
お
父
さ
ん
が
健
在
で
あ
っ

高
山
史
談
会

応
急
手
当
講
習
会
に

参
加
し
て

　

会
報
13
号
で
は
、
良
寛
に
つ
い

て
高
橋
さ
ん
（
堀
之
内
）
が
、
高

山
村
の
温
泉
に
つ
い
て
、小
林
さ
ん

（
桝
形
）
が
、
明
治
初
期
に
起
こ
っ

た
中
野
騒
動
の
翻
訳
を
窪
田
さ
ん

（
久
保
）
が
、
寄
稿
さ
れ
、
各
々

力
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
の
歴
史
は
26
年
で
、
会
員
数

の
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
高
山
村

の
す
ば
ら
し
い
歴
史
を
中
心
に
、

協
力
し
な
が
ら
学
び
合
う
地
味
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
の
魅
力
は
人
に
よ
っ
て

様
々
で
す
が
、「
事
実
と
真
実
を

知
る
事
だ
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
月
３
日
（
土
）
に
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
山
村
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る

講
習
会
第
１
弾
で
、
教
育
委
員

会
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
等
の
関
係
者
30
名
が
、
高
山
分

署
職
員
の
指
導
の
下
、
心
肺
蘇
生

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
・
止
血
法

な
ど
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
学

び
ま
し
た
。
成
人
と
同
型
の
人
形

を
使
い
、
実
践
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

胸
骨
圧
迫
は
、
や
っ
て
み
る
と

予
想
以
上
に
体
力
が
必
要
で
し

た
。
ま
た
、
位
置
や
程
度
な
ど
体

た
時
か
ら
の
長
い
歴
史
を
持
つ
「
む

つ
み
俳
画
ク
ラ
ブ
」
は
、
一
茶
館

で
開
催
さ
れ
た
俳
画
展
を
以
て
解

散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
11
日
（
日
）、
作
品
展
示

作
業
の
中
、
栗
原
ヒ
サ
エ
・
古
谷

公
子
さ
ん
も
加
わ
っ
て
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

原
さ
ん
が
会
長
に
な
っ
て
か
ら

27
年
に
な
る
ク
ラ
ブ
は
、
６
名
の

会
員
で
、
月
1
回
の
練
習
と
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
・
ス
パ
イ
ン
・
郵
便

局
等
に
作
品
展
示
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
栗
原
さ
ん
は
６
年
、
古
谷

さ
ん
は
、
20
年
近
い
経
験
が
あ
り

ま
す
。

　

当
句
会
で
は
一
人
三
句
提
出
し
ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
句

以
外
の
中
か
ら
五
句
選
句
し
ま
す
。
私
は
、
俳
句
で
言
っ
て
い

る
こ
と
が
読
む
人
に
は
っ
き
り
分
か
る
か
を
一
つ
の
基
準
と
し

て
選
句
し
ま
す
。
選
句
力
を
高
め
る
こ
と
が
句
作
力
に
つ
な

が
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閑
林
）

初
詣
賽
銭
箱
に
人
集だ
か

り	
伊
賀	

岳
陽

口
凍
て
て
朝
の
挨
拶
声
尖
る	

宮
川	
節
子

未
知
数
を
秘
め
し
余
白
や
老
い
の
春	

高
野	

閑
林

粕
汁
や
昭
和
を
生
き
し
母
の
味	

佐
藤	

喜
代
美

小
春
日
や
尼
僧
に
唱
和
の
観
音
講	

荒
井	

智
雄

ゆ
っ
く
り
と
黒
豆
煮
る
や
冬
ご
も
り	

浦
野	

ス
ミ
子

文
字
を
見
て
何
や
ら
う
れ
し
年
賀
状	

中
村	

一
仁

ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
た
き
程
の
小
春
か
な	

勝
山	

久
峰

志ゃくなげ一月作品

本
当
の
事
を
、
学
び
を
重
ね
て
知

る
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
孔
子

と
い
う
偉
い
思
想
家
の
「
朝
あ
し
た
に
道

を
聞
か
ば
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な

り
」
と
い
う
言
葉
を
学
び
ま
す
が
、

自
分
な
り
に
歴
史
を
勉
強
し
て
、

よ
う
や
く
こ
の
言
葉
の
意
味
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

史
談
会
は
、
希
望
す
る
人
は
ど

な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
高

山
村
の
事
実
と
真
実
を
求
め
て
、

歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
荒
川　

記
）

験
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
音
声
ガ
イ
ド
の
お

か
げ
で
落
ち
着
い
て
で
き
ま
し
た
。

胸
骨
圧
迫
を
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

119
番
通
報
か
ら
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
に
周
囲
の
人
が
素
早

く
、
協
力
し
て
応
急
手
当
を
す
る

こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
切
か
を
し
っ

か
り
学
び
ま
し
た
。

　
「
絵
が
下
手
、
字
も
下
手
で
も
、

味
が
あ
っ
て
い
い
も
の
だ
」
と
誘
わ

れ
て
入
会
し
、
経
験
を
積
ん
だ
今

は
、
昔
の
作
品
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
上
達
し
た
と
静
か
に
話

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
俳
句

だ
け
で
は
物
足
り
な
い
が
、
絵
が

入
る
と
違
う
作
品
に
な
る
。
家
の

玄
関
に
飾
れ
て
楽
し
め
る
。
こ
れ

で
辞
め
る
の
が
残
念
で
寂
し
い
で

す
。
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

俳
画
は
句
と
絵
の
関
連
が
な
い

こ
と
が
普
通
で
、
絵
を
描
き
上
げ

て
か
ら
、
句
を
書
き
入
れ
る
の
だ

そ
う
で
す
。
使
う
の
は
顔
彩
で
す
。

　

解
散
は
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

数
々
の
作
品
に
思
い
出
が
詰
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
荒
川
・
本
多　

記
）

文
化
協
会
活
動
紹
介

む
つ
み
俳
画
ク
ラ
ブ作品に囲まれて
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36《材料》（４人分）

　
桜
に
黄
色
い
菜
の
花
…
き
れ
い

で
す
ね
。松
川
渓
谷
沿
い
に
も
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
こ
ろ
に
黄
色
い

菜
の
花
が
咲
き
ま
す
。ハ
ル
ザ
キ

ヤ
マ
ガ
ラ
シ
と
い
っ
て
、近
年
急

速
に
広
が
り
、も
う
す
っ
か
り
春

の
景
色
の
一
員
に
な
っ
て
る
感
じ

も
し
ま
す
。カ
ラ
シ
の
類
は
ア
ブ

ラ
ナ
科
で
菜
の
花
の
仲
間
で
す
。

葉
っ
ぱ
に
は
辛
み
が
あ
り
ま
す
。

　

春
の
花
と
い
え
ば
、
ス
イ

セ
ン
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
代

表
格
で
す
。
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
松
本
さ
ん
に
う
か
が
い

ま
し
た
。

①
ス
イ
セ
ン
の
原
産
地
は

　

地
中
海
地
方
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
国
を
経
由
し
て
日
本
に

来
ま
し
た
。

②
ス
イ
セ
ン
の
手
入
れ

　

花
が
咲
き
終
わ
り
、
6
月

頃
、
葉
先
が
黄
色
に
な
り
始

め
た
ら
掘
り
上
げ
ま
す
。２
・

３
年
ご
と
に
し
ま
す
。
密
植

状
態
に
な
る
と
、
花
の
つ
き

が
悪
く
な
り
ま
す
。

③
球
根
の
保
存
方
法

　

た
ま
ね
ぎ
ネ
ッ
ト
な
ど
に

入
れ
て
風
通
し
の
よ
い
所
で

保
存
し
ま
す
。

④
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
手
入
れ

　

花
後
は
、
付
け
根
か
ら
落

と
し
、球
根
を
太
ら
せ
ま
す
。

2
・
3
年
ご
と
に
堀
り
上
げ

て
、
小
さ
い
も
の
は
処
分
し

ま
す
。
球
根
が
大
き
い
と
花

も
立
派
で
す
。

⑤
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
豆
知
識

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
い
う
と

オ
ラ
ン
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
原
産
地
は
中
央
・
東
ア

ジ
ア
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

渡
っ
た
の
は
16
世
紀
ご
ろ
で

す
。

侵
入
者 

～
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
～

　
鮮
や
か
な
黄
色
は
と
て
も
き
れ

い
な
の
で
す
が
、実
は
外
国
か
ら

や
っ
て
来
た
外
来
植
物
で
す
。環

境
省
の
生
態
系
被
害
防
止
外
来
種

リ
ス
ト
に
も
載
っ
て
い
る
ち
ょ
っ

と
厄
介
な
植
物
で
す
。耐
寒
性
も

あ
る
ら
し
く
、里
の
方
か
ら
侵
入

し
、今
で
は
山
田
牧
場
に
も
咲
い

て
い
ま
す
。

　
長
野
県
に
は
在
来
の
ヤ
マ
ガ
ラ

シ
が
自
生
し
て
い
ま
す
。ハ
ル
ザ

キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
と
と
て
も
よ
く
似

て
い
ま
す
。ヤ
マ
ガ
ラ
シ
の
自
生

地
で
あ
る
高
山
で
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ

ガ
ラ
シ
が
繁
茂
す
る
と
、ヤ
マ
ガ

ラ
シ
の
生
育
場
所
を
奪
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、近
い

種
な
の
で
、交
雑
が
お
こ
り
本
来

の
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。各
地
で
駆
除
活
動
も
行
わ
れ

て
い
る
植
物
で
す
。

　
き
れ
い
で
す
が
、少
な
く
と
も

高
山
村
の
国
立
公
園
地
域
内
で
は

咲
い
て
ほ
し
く
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　
「
ゆ
っ
く
り『
山
』マ
イ
マ
イ
」

と
い
う
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
身
体
の

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
て
も
、

「
ゆ
っ
く
り
し
か
歩
け
な
い
、

で
も
山
に
登
り
た
い
」「
登
山

道
で
の
す
れ
違
い
が
不
安
だ
」

と
い
う
人
達
を
支
援
す
る
活

動
で
す
。

　

優
し
い
気
持
ち
を
持
つ
人

が
増
え
て
「
弱
者
」
の
方
々

の
生
活
に
も
っ
と
生
か
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
。

（
片
桐
・
関
谷　

記
）

ハルザキヤマガラシ

じゃがいももち
① じゃが芋は皮をむき、適当な大きさに切り、柔

らかく茹でる。（蒸してもレンジでも OK）
② 柔らかくなったじゃが芋を潰し、☆と混ぜる。
③ ②を小判型に成形する。
④ フライパンに油を熱し、両面を焼く。
⑤ タレの材料を全部混ぜ合わせ、鍋に入れて、よ

く混ぜながらとろみがつくまで弱火にかける。
⑥ ④にかけて出来上がり。

36

　保育園のおやつメニューからのレシピです。
　モチモチの食感がなんともおいしく、腹持ちもよいので、おや
つにおすすめのメニューです。
　今回は、みたらしのタレをかけましたが、じゃが芋と一緒にチー
ズを混ぜると、トローリモチモチのチーズじゃが芋もちにもなり
ます。
　成形するときに、お子さんと一緒に丸めて、ホットプレートで
焼いても楽しいですね。
　ぜひお試しください！（たかやま保育園管理栄養士　伊藤麻子）

じゃが芋･･･････････中２個(200g）
☆片栗粉････････････････････40g
☆バター･･･････････小さじ１(４g)
☆牛乳････････････････････ 20ml

【みたらしのタレ】
　砂糖････････････大さじ４（12g）
　しょうゆ･････ 大さじ1/2弱(８g)
　水････････････ 小さじ１弱（４g）
　片栗粉･････････ 小さじ1/2(２g)
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日 曜日 行事予定（会場 • 時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 日

2 月 3 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 19 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

3 火

4 水
たかやま保育園入園式（９時 30 分～）
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁
3・7・10 カ月児健診（チャオル）　☞ 19 頁

たかやま保育園
村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 245-6842
☎ 242-1202
☎ 242-1202

5 木 高山小学校入学式（10 時～　）
高山中学校入学式（13 時 30 分～　）

高山小学校
高山中学校

☎ 245-0594
☎ 245-0948

6 金 春の全国交通安全運動（～ 15 日）　☞６頁 村民生活課生活環境係 ☎ 214-9267

7 土

8 日 消防出初式（13 時 30 分～　中学校グラウンド）　☞６頁 総務課総務係 ☎ 214-9243

9 月

10 火

11 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

12 木

13 金 １歳６カ月・２歳・３歳児健診（チャオル）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

14 土 信州高山桜めぐりトレッキング　☞２頁
春のおごっそに乾杯（18 時～）　☞４頁

信州高山温泉郷観光協会
信州高山温泉郷観光協会

☎ 242-1122
☎ 242-1122

15 日

16 月 乳がん検診（９～ 14 時 30 分　チャオル）　☞７頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

17 火 乳がん検診（９～ 14 時 30 分　チャオル）　☞７頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

18 水
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁
乳がん検診（９～ 14 時 30 分　チャオル）　☞７頁
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館研修室）

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 242-1202
☎ 214-9243

19 木 乳がん検診（９～ 14 時 30 分　チャオル）　☞７頁
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
教育委員会生涯学習係

☎ 242-1202
☎ 214-9762

20 金 乳がん検診（９～ 14 時 30 分　チャオル）　☞７頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

21 土 信州高山桜めぐりトレッキング　☞２頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

22 日 信州高山桜めぐりトレッキング　☞２頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

23 月 肺がん検診（９～ 15 時 15 分　チャオル）　☞７頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

24 火 狂犬病予防注射（村内６会場）　☞８頁
肺がん検診（９～ 15 時 15 分　チャオル）　☞７頁

村民生活課生活環境係
村民生活課保健予防係

☎ 214-9267
☎ 242-1202

25 水
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁
肺がん検診（９～ 15 時 15 分　チャオル）　☞７頁
教育委員会定例会（10 時〜　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係
教育委員会子育て学校教育係

☎ 242-1202
☎ 242-1202
☎ 214-9761

26 木 肺がん検診（９～ 15 時 15 分　チャオル）　☞７頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

27 金

28 土 信州高山桜めぐりトレッキング　☞２頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

29 日 （祝日　昭和の日）

30 月 （振替休日）

5/1 火 4 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 19 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

４ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●４月の予定
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《４月の高齢者福祉センター利用計画表》　◆社会福祉協議会　☎ 242-1220
日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名
1 日 赤 和、 荒 井 原 11 水 千本松、新堀、堀之内 21 土 宮 関、 荻 久 保
2 月 紫、 緑 ケ 丘 12 木 水 中、 久 保 22 日 蕨平、天神原、温泉
3 火 二ツ石、松南、黒部 13 金 牧、 福 井 原 23 月 千本松、新堀、堀之内
4 水 　休 所 日　 14 土 赤 和、 荒 井 原 24 火 水 中、 久 保
5 木 駒 場、 松 原 15 日 障がい者の皆さんの利用日 25 水 赤 和、 荒 井 原
6 金 牧、 福 井 原 16 月 紫、 緑 ケ 丘 26 木 紫、 緑 ケ 丘
7 土 桝 形、 三 郷 17 火 二ツ石、松南、黒部 27 金 牧、 福 井 原
8 日 中原、なかひら 18 水 駒 場、 松 原 28 土 二ツ石、松南、黒部
9 月 宮 関、 荻 久 保 19 木 桝 形、 三 郷 29 日 駒 場、 松 原

10 火 蕨平、天神原、温泉 20 金 中原、なかひら 30 月 桝 形、 三 郷

●４月の予定

※この利用計画の地区以外の方など、どなたでもご自由に利用いただけます。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

4 月 4 日㈬
保健福祉総合

センター
（チャオル）

10 カ月児 平成 29 年 5 月生まれ 午後 1:00 ～ 1:10 母子手帳・乳児の歯ブラシ • バスタオル
7 カ月児 平成 29 年 8 月生まれ 午後 1:10 ～ 1:20 母子手帳 • バスタオル
3 カ月児 平成 29 年 12 月生まれ 午後 1:20 ～ 1:30 母子手帳 • 保護者の歯ブラシ • バスタオル

《３カ月・７カ月・10カ月児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

《健康相談》◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　考

4 月 4 日㈬
4 月 11 日㈬
4 月 18 日㈬
4 月 25 日㈬

保健福祉総合
センター

（チャオル）
午前 9:00
 ～ 12:00

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・育児相
　談など健康管理全般について知りたい方はお出かけください。
＊電話での相談も随時受け付けております。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎ 242-1203）
　にご相談ください。

《３、４月の納税等の納期限・口座振替日》　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

3 月分 4 月 2 日 ㈪ 下水道・農業集落排水使用料 ６期分 保育料・児童クラブ利用料 ３月分

４月分 5 月 1 日㈫
固定資産税 １期分 水道使用料 １期分

保育料・児童クラブ利用料 ４月分

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

4 月 13 日㈮
保健福祉総合

センター
（チャオル）

1 歳 6 カ月児 平成 28 年 9 月 3 日～ 10 月 13 日生まれ 午後1:00～1:10 母子手帳
幼児の
  歯ブラシ

2 歳児 平成 28 年 3 月 3 日～ 4 月 13 日生まれ 午後1:10～1:20
3 歳児 平成 27 年 3 月 3 日～ 4 月 13 日生まれ 午後1:20～1:30

《１歳６カ月 ･2歳 ･3歳児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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平成 30 年３月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

2
月
１
日
か
ら

　
2
月
28
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

ほいくえん
ほいくえん

たかやま保育園

毎月、チャオル健康管理センターで 3 カ月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、平成 29 年 10 月生まれのあかちゃんです！

こんにちは　あかちゃん
第135回

◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

小
林
か
つ
の
　
さ
ん
　
95
歳
　
駒
　
場

岩
﨑
け
さ
子
　
さ
ん
　
87
歳
　
赤
　
和

　
桐
　
秀
明
　
さ
ん
　
65
歳
　
宮
　
関

西
原
な
つ
子
　
さ
ん
　
89
歳
　
　
紫

山
﨑
五
一
郎
　
さ
ん
　
98
歳
　
宮
　
関

本
田
已
虎
人
　
さ
ん
　
79
歳
　
桝
　
形

　

３
月
４
日
㈰
、
山
田
温
泉
キ
ッ

ズ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
ス

ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
、
ソ
リ
大
会
や
く
じ
入
り
み

か
ん
拾
い
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
は
ト
ロ
イ

カ
に
乗
っ
た
り
、
雪
を
投
げ
合
う

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ

ぱ
い
に
ス
キ
ー
場
を
楽
し
む
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
田
温
泉

　
キ
ッ
ズ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

で
の
一
コ
マ

表
紙
の
紹
介

お
く
や
み

す
こ
や
か
に

井
浦
　
咲さ

や弥
　
ち
ゃ
ん
　
荒
井
原

 （
父 

洋
祐
さ
ん  

母 

綾
さ
ん
）

　
　
　
　
灯
あ
か
し

　
ち
ゃ
ん

佐
藤

　
　
楓
か
え
で

　
ち
ゃ
ん
　
中
　
原

 （
父 

努
さ
ん  

母 

葵
さ
ん
）

世帯数（− 7）   2,454 戸
人　口（− 7）   7,162 人
　男  　（− 3）   3,561 人
　女  　（− 4）   3,601 人

　たかやま保育園では年間
3回の保育参観日があり、2
月 10 日に今年度最後の参
観日がありました。
　お父さんやお母さんと一
緒に登園し、とても嬉しそ
うな子どもたち。ひよこ組では、お雛様とお内裏様の冠作
りをしました。小さな指先でシールをはがして貼ったり、
クレヨンで模様をつけたりしました。友だちと一緒にイス
に座り机に向かう姿からは、もうすぐひとつ大きいクラス
になるという意気込みも感じられました。
　6月の参観日の時は泣いてばかりでお母さんの後を追っ
ていましたが、今では一人で靴下を履いたり自分のタオル
を掛けたり、泣いている友だちの頭を撫でてあげたりと、
ずいぶん成長した子どもたちです。
　最後に出来上がった冠をつけて「はい ! ポーズ !」お父さ
んやお母さんの膝の上でいい笑顔のひよこ組さん。4月か
らはお兄さん、お姉さんになりまーす。

山
﨑
　
招
人
　
さ
ん
　
荒
井
原

佐
藤
　
紘
未
　
さ
ん
　
飯
綱
町

（

お
し
あ
わ
せ
に

家族の絆で特殊詐欺を撃退 !!

「特殊詐欺、ひとごとじゃない！」

内山　 莉
り お

緒 ちゃん（水　中）

増田　 和
か ず と

人 ちゃん（　牧　）

石田　 優
ひ ろ と

翔 ちゃん（荒井原）

山﨑　 志
し お り

織 ちゃん（松　原）
西澤 妃

ひ ま り

茉莉 ちゃん（堀之内）

前列向かって左から

後列向かって左から

楽しかった　参観日 !


